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１ 校訓 

勤勉 
…自ら学び、考え、表現し、社会の創り手となる生徒 

…学習や部活動、奉仕活動に積極的に取り組む生徒 

親切 
…自他の命を大切にし、他者のために行動する生徒 

…進んであいさつができる生徒 

 

２ 校章 

昭和２２年１０月１日制定。当時の久米中教員であった加藤功教諭が考案。 

 
 

３ 教育目標 

  心豊かで たくましい生徒の育成 
 

４ 生徒会キャッチフレーズ 

  久米中 For You『４U』～友・優・勇・結～ 

５ 久米中マスコットキャラクター  
 

６ 校歌 

１ 緑色こき 芝が峠 

  流れも清き 内川の 

  みのりゆたけき 久米の里 

  勤勉の旗 かかげつつ 

  学びの姿 ひと筋に 

  いざ伸びゆかん もろともに 

２ 戦乱の雲 うち晴れて 

  平和の天地 創造の 

  理想に燃ゆる 若人の 

  親切の光 かざしつつ 

  学びの姿 ひたむきに 

  いざ伸びゆかん えいごうに 

 校歌は、開校当時、皆で考えて作ろうというこ

とで、校歌の歌詞を当時の職員に募集し、初代校

長である野口豊茂先生が一人応募し、これを練り

直して歌詞を作り、作曲は愛媛大学教育学部の清

家嘉寿恵先生に依頼してできあがったそうです。 

（昭和２３年４月１０日制定） 

 友とともに、優しさと勇気ある行動を結んで、よき仲間づくりをし、いじめのない学校にしよ

う。そして、互いに助け合い、高め合い、学習や部活動や生徒会活動、ボランティアでも優秀な

成果をあげよう。（平成２１年度制定） 

田園地帯であった久米の里をイメージして「米」の字を九つの円形

に配し、「中」を真ん中に据えたものである。 

新生久米中学校が、実り豊かな久米の里の文化の中核として発展

するようにとの願いが込められている。 

サニーさん
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中学校生活について 

１ 小学校と中学校の違い 
 小学校 中学校 

授業時間 おもに４５分間 
おもに５０分間 
※小学校以上に忍耐力・体力が必要となります。 

休憩時間 チャイムで着席 ⇒ 
おもに１０分間遊び時間ではなく、次の授業の教室への
移動と授業の準備をする時間です。 
⇒ 時間を見て着席（３分前行動） 

授業内容 

国語、社会、算数、理科、音楽、
図画工作、体育、家庭、総合的
な学習の時間、外国語活動、特
別の教科道徳、特別活動 

国語、社会（地理、歴史、公民）、数学、理科（第１分
野、第２分野）、音楽、美術、保健体育、技術・家庭、
総合的な学習の時間、英語、特別の教科道徳、特別活動 

教科担当 
の 先 生 

おもに担任の先生による授業 教科ごとに担当の先生がかわる教科担任制となります。 

宿  題 ほとんど毎日 
教科によって出たり出なかったりするので、自分で学習
する強い意志が重要となります。 

２ 学習する教科について 
◎ 各教科、教科等 

「指導要領」というものに示されている内容を、教科書を使って全国の中学生が学習する

教科と特別の教科道徳・特別活動があります。 

◎ 総合的な学習の時間 
問題の解決や探究活動に主体的、創造的に取り組む態度を育て、自己の生き方を考えるこ

とをねらいとし、地域の歴史、文化、自然、産業などの視点や、働くことの意義、将来の生

き方、福祉やSDGｓなどの社会生活における課題について学習活動を行います。 

３ 授業全体について 
(1) 授業の準備 
① 時間 ○ 授業の２分前に着席し、授業の準備 

○ １分前には黙想をし、心を落ち着け、集中力を高めて授業を開始 

② 用具 ○ 教科書、ノート、ワーク、資料集等、筆記用具、その他の準備【忘れ物をしない】 

○ 「学習用具等の準備」は、１時間の授業全ての取組に影響する。 

※ 筆記用具は必要以上に持ってこない。（授業集中の妨げになる） 

※ 机・ロッカーの整理・整頓 

(2) 授業中 
① 態度 

 ○ その時間の学習内容はその時間に解決する。 

○ 意欲的で自主的な学習態度がもっとも大切である。 

○ 先生の動きをよく目で見る。 

○ 先生に質問をするつもりで、自分の頭でよく考えながら聞く。 

○ 自分の考えをまとめて、正しい言葉で積極的に発言する。 

○ 友達の意見をしっかり聞き、お互いに助け合う姿勢（自分だったらどう発表するか？） 

② 姿勢 

 ○ 鉛筆の持ち方と正しい姿勢は、スポーツの美しいフォームと同じ 

【鉛筆】３本の指でしっかり支える   【椅子】深く腰掛けて、背筋を伸ばす   

【挙手】まっすぐ、しっかり挙げる   【起立】机の右側に立って発表  

 【声の大きさ】大きな声で返事。文で発表「～です。」 

③ ノート 

○ 丁寧に文字を書く。（正しい文字） 

○ 先生の話や教科書をまとめ、手で書くことによって記憶が定着する。 

○ 板書を写すだけでなく、なるほどと思ったことや疑問に思ったことをメモする。 
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４ 家庭学習（毎日の予習・復習）について 
(1) 予習・復習 

中学校では、毎日定期的に宿題が出ることはあまりありません。自分で学習（自学自習）する

意志が重要です。家庭学習には予習と復習があります。 

【予習】･･･授業の前日などに、教科書を見たり、単語を調べたりする学習をいいます。 

【復習】･･･授業が終わった後、教科書を見直す、ノートを整理し直す、授業でやった問題をやって

みる、家にあるワークや問題集をやってみる、といった学習をいいます。 

 ※ 学習時間の目安 学年＋１時間 （中１：２時間、中２：３時間、中３：４時間） 

※ 部活動や習い事などがあり、予習をする余裕がないときは、復習に力を入れましょう。 

(2) 家庭学習の仕方 
  ○ 「机に向かって座る習慣」をつけることが大切です。家に帰ってまず、机に向かいましょ

う。 

  ○ 復習（または予習）に力を入れましょう。 

  ○ まず、単純作業でリズムをつかみましょう。 

※ とりかかりは、英単語の練習や漢字練習などの作業から入ると、学習のリズムがつかみやす

くなります。 

５ 定期テストについて 
毎学年で学期ごとに、定期的・集中的にテストを実施します。学期の始めと学期の終わりに行いま

す。その学期で学習した内容がテスト範囲となります。したがって、テストに向けて勉強する内容

は、単元ごとに行われる小学校と比べて多く（広く）なり、早いうちから準備（家庭学習）する必要

があります。 

診断テスト 国・社・数・理・英の５教科を２日間で実施します。 

各学期の初めに実施します。長期休業中に前学期の復習を行い、その成果を見ることができます。 

期末テスト 国・社・数・理・英の５教科に音・美・保体・技家が加わった９教科について、３日間

で実施します。 

各学期のおおよその実施時期は次の通りです。 

１学期末テスト（ ６月２５日前後） 

２学期末テスト（１１月２０日前後） 

学年末テスト （ ２月２０日前後） 
※ 学年末テストは年間のまとめとして、テスト範囲を「１年間に学習した内容全て」とする教科

もあります。また、中学３年生になると、定期テストとは別に計５回の実力テスト（高校入試問

題レベル）を進路選択の参考資料として行います。 
６ 校時帯 ※令和７年度の校時帯ですので、一部変更等があるかもしれません。 

生徒登校 7:30～7:50 までに教室入室・荷物整理完了 
朝読書・学習 7:55 ～ 8:15 

朝の会 8:15 ～ 8:25 
校 時 通常時間(５０分授業) 短縮時間(４５分授業) 
１校時 8:40 ～ 9:30 8:40 ～ 9:25 
２校時 9:40 ～ 10:30 9:35 ～ 10:20 
３校時 10:40 ～ 11:30 10:30 ～ 11:15 
４校時 11:40 ～ 12:30 11:25 ～ 12:10 
給食 12:35 ～ 13:10 12:15 ～ 12:50 

昼休み 13:10 ～ 13:30 12:50 ～ 13:10 
５校時 13:30 ～ 14:20 13:10 ～ 13:55 
６校時 14:30 ～ 15:20 14:05 ～ 14:50 
清掃 15:30 ～ 15:40 15:00 ～ 15:10 

帰りの会 15:50 ～ 16:00 15:20 ～ 15:30 
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７ 部活動 ※令和７年度の部活動です。今後、地域移行等で変更等が考えられます。 

部活動は、放課後や土曜日・日曜日等に活動します。入部は強制ではありません。希望者のみ入部します。
３年間続けられる、意志の強い人の入部を期待しています。４月中は体験入部もできますのでじっくり考え
て決めてください。運動部の大きな大会として総合体育大会と新人体育大会などが、合唱部や吹奏楽部には
コンクールとアンサンブルコンテストなどがあります。 

区 番 部活動名 部活動紹介（内容・注意事項など） 

運 
 

動 
 

部 

１ 軟式野球 
「正しき者は強くあれ」の部訓のもと、本物の悔しさ、本物の喜び、本物の感動を追求して活
動しています。野球が大好きで、自分を成長させたい人は、ぜひ野球部へ。初心者大歓迎で
す。 

２ サッカー 
サッカーを通して心と体を鍛えましょう。現在、サッカー大好き少年たちがたくさんいます。や
る気のある人の入部を期待しています。女子の入部も大歓迎です。 

３ 
ソフトボール 

(女子) 
投げたり、打ったり、捕ったり、走ったり、…明るく元気に活動しています。チームワークのす
ばらしさを一緒に味わってみませんか？３年間で心技体、ともに大きく成長していきましょう！ 

４ 
ハンドボール 

(男子) 

「空中の格闘技」とも言われる「ハンドボール」。ダイナミックなシュートや体を張ったプレー
が魅力です。チームスローガンは「感謝・謙虚・貢献・挑戦」。心身を鍛え、共に成長してい
きましょう。やる気ある初心者大歓迎！ 

５ 
ソフトテニス 

(男子) 
やる気のある人、強くなりたい人を募集しています。仲間と共に心と身体を鍛え、成長しまし
ょう。 

６ 
ソフトテニス 

(女子) 
スポーツの楽しさ、素晴らしさを、ソフトテニスで経験しましょう。運動の得意な人も苦手な
人も、歓迎します。 

７ 
陸上競技 
(男女) 

自己記録の向上を目指して、日々同じ運動を繰り返してフォームづくりをします。高い目標を
持ち、体力づくりやフォーム固めのために日々全力で頑張れる人を待っています。 

８ 卓球(男子) 謙虚でやる気がある人を募集しています。本気で卓球が好きな人を待っています。 

９ 卓球(女子) 
何事にも一生懸命取り組もうというやる気のある人、大歓迎です｡地道な練習の成果が出
たときの喜びを､共有しましょう！！ 

10 
バスケットボール 

(男子) 
２つの自立・自律ができる人間となることを目標に活動しています。心と身体を鍛え、全国
大会を目指しましょう。 

11 
バスケットボール 

(女子) 
「誰からも愛されるチーム」を目指し、日々練習に励んでいます。バスケットボールに本気で
取り組みたい人の入部を心待ちにしています。 

12 
バレーボール 

(男子) 
本気で上手くなりたい、強くなりたいと願う人を待っています。「様々な人に応援されるチー
ム」を一緒に作りましょう。 

13 
バレーボール 

(女子) 
一緒にバレーボールの楽しさを味わってみませんか？何事も一生懸命取り組める人、体育
館で待っています。 

14 剣道(男女) 
間合いの攻防から一瞬の有効打突を競い合う剣道は、他の競技にはない魅力を発見でき
るはずです。体感してみませんか。初心者大歓迎です。 

15 柔道(男女) 体を鍛え、楽しく柔道をやりましょう。新入生の皆さん待っています。 

文 

化 

部 

16 茶道 
日本の伝統である茶道に親しみ、楽しみながら礼儀作法を身に付けることができます。茶道
講師の先生が、最初から丁寧に教えてくださいます。 

17 演劇 役者、振付師、衣装、大道具･･･一つの劇を創る中であなたの個性を輝かせてみませんか。 

18 美術 
絵を描くことやものづくりをすることが大好きな人、興味がある人、大歓迎。一緒に制作を楽
しみましょう。体育館前方に掲示してあるパネルは美術部が制作しました！ 

19 合唱 
コンクールや合唱祭など、いろいろな発表の機会があります。演奏の様子をYouTubeにア
ップしているので【久米中合唱部】で検索してみてね！ 

20 吹奏楽 
吹奏楽の響き！何よりお客さんと一体となる「感動」をあなたも味わいませんか？音楽に少
しでも興味のある人、部員一同待ってます♪ 

21 科学 理科に興味・関心をもっている人、実験や観察に意欲をもって取り組んでみませんか。 

22 水軍太鼓 「鼓動で感動！！」をモットーに日々活動しています。初心者歓迎!! 

※市総体、市新人大会等へは部活動以外の競技を学校外で練習している場合、出場実績があります。 
（テニス、相撲、ラグビー、レスリング、バドミントン、新体操、体操、スキーなど） 

８ 部活動終了予定時刻・完全下校時刻 ※令和７年度の予定です。 
月 終了 下校 月 終了 下校 
４月 18:15 18:30 10月 新人大会 後 17:15 17:30 

５月～８月 18:30 18:45 11月～冬休み 17:00 17:15 
９月前半 18:00 18:15 １月 17:15 17:30 
９月後半 17:45 18:00 ２月 17:30 17:45 

10月 新人大会 前 17:30 17:45 ３月 17:45 18:00 
※活動時間は、原則平日は２時間、土日祝日は３時間以内とし、平日に１日、土日に１日の休みを取ります。  
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９ 令和８年度 主な行事予定 ※令和７年 12 月末現在の予定です。 
 月 学校行事等 テスト関係 生徒会行事 

一
学
期 

４ 

8 始業式 
9 入学式 
18 参観授業、PTA 総会 
21～24 家庭訪問（希望制） 
28～30 修学旅行(３年) 

 
10･13 ４月実力診断テスト 
23 全国学力･学習状況調査(３年) 

 
10 生徒会入会式 
14 部活動オリエンテーション 

５ 
12・13 大洲宿泊研修(１年) 
15 部活動参観日 

  
22 生徒総会 

６ 市総体  24～26 １学期末テスト 5 市総体壮行会 

７ 
7～10 個別懇談会 
17 終業式 
県総体 

9･10 ３年生実力テスト①  
15 後期生徒会役員選挙 
17 県総体壮行会 

８ 四国総体、全国大会  リーダー研修会 

二
学
期 

９ 
1 始業式 1･2 ３年生実力テスト② 

 ９月診断テスト(1･２年)  
 

10 

3 体育大会 
市新人大会 
30 合唱コンクール 
31 文化発表会 

13･14 ３年生実力テスト③ 9 市新人大会壮行会 
31 文化発表会 
 

11 
県駅伝競走大会 5･6 ３年生実力テスト④ 

17～19２学期末テスト 
県新人大会壮行会 

12 
7～10 個別懇談会 
25 終業式 

 11 前期生徒会役員選挙 

三
学
期 

１ 
8 始業式 8･12 １月診断テスト(1･２年) 

8･12 学年末テスト(３年) 
 

２ 
少年の日記念行事・記念集会(２年) 17～19 学年末テスト(1･２年) 

17･18 ３年生実力テスト④ 
26 生徒総会 

３ 
17 卒業式 
25 修業式 

  

 

 

  
生徒会長より 

市総体壮行会 

修学旅行 

体育大会 

入学式 

令和７年後期 生徒会長 文化発表会 

大洲宿泊研修 

部活動オリエンテーション 

県総体 

合唱コンクール 

生徒総会 
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令和７年度久米中学校生徒会 

学校生活の約束事 
 

 

 

 
 

 

１ 頭髪など 
《共通事項》 頭髪は、高校入試の指導を基準とする。（学校生活に適さない髪型の禁止） 

・前の髪は、まゆの位置程度までとする。 

・横の髪は、耳に掛からない程度、後ろ髪は、襟に掛からない程度の長さとする。 

・前や後ろが長かったり段差があったりする特別な髪形にしない。 

・後ろ髪は、肩に掛からない長さで、それ以上伸ばす場合はゴムでしばる（耳の上のラインより下）。 

・前髪が長くなった場合は、まとめて留める。 

・パーマ・カール・染色・脱色はしない。 

・整髪料は使用しない。 

 

２ 着用するもの 
・標準服の下は、原則として白色無地（ワンポイント可） 

・セーラー服の下は、黒・紺・茶・灰色、ハイネック、白のブラウス可 

・くつ下は白・黒・紺・灰色無地でくるぶしが完全に隠れるもの 

（ワンポイント可、大きな文字やライン等は認めない。メッシュ、ルーズソックスは不可） 

 
３ 防寒着 
・登下校時は、冬季で特に寒い日に限り、防寒上着の着用可 

（膝より上の長さでロッカーに収納できるもの） 

・カイロは見えるところに出さず、家に持ち帰って処分する 

・登下校時は、手袋、ネックウォーマーのみ、防寒目的で使用可（マフラー・スヌード等は不可） 

・スカートを着用している生徒は、防寒着として、黒、紺、ベージュの単色のレギンス可。 

・登下校のみスカートを着用せず、冬用体操服のズボンの着用可 

 （レギンスの長さは足首まで、保健体育の授業などで着替える際には着用しない） 

 
４ その他 
・名札は服の左胸に安全ピンで付ける 

・スラックスのベルトは黒・紺・茶などの単色 

・スカートの長さは、ひざ立ちの状態ですそが床に着く程度 

・通学靴は白色又は黒で、体育の授業等の活動に適している底が厚くないもの 

  （かかとに記名、雨天時は雨くつの使用可） 

・日焼け止めは無着色・無香料に限る 

・必要のないものは、学校に持ってこない 
  

生徒一人一人の意見を出し合って生徒総会等でつくられた身だし

なみについての約束事です。一人一人が久米中生として、自覚を

持って守っていきましょう。 

(久米中イメージキャラクターサニーさん) 
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自転車の利用方法（交通安全）について 
   ☆ 自転車通学生だけでなく、部活動などで 

           自転車を利用する全てのみなさんに守ってもらいたい内容です。 
１ 自転車通学許可は、原則として『自転車通学許可範囲』に居住する生徒のみを対象に行う。 

 ※ 自転車通学許可範囲については、平成 29年 9月から、『学校のパソコンでのインターネットで

の距離検索(Yahoo 徒歩検索)により、２ｋｍ以上の通学距離となる生徒について、自転車通学を

希望する場合は自転車通学を許可する。なお、距離検索に使用する住所は「松山市来住町 689番

地（久米中学校北門）」と「住民票生徒住所」とする』となっている。 

２ 交通規則をきちんと守り、寄り道をせずに登下校を行う。 

３ 交通安全協会推薦等、安全基準に合格しているヘルメットを必ず着用する。 

４ BAA マークが貼られているなど自転車安全基準を満たした自転車とする。ハンドルはアップハン

ドルやストレートハンドルで、自転車は改造しない。 

５ 自転車通学許可ステッカーを後部車輪反射板の真上か真下に貼り付ける。 

 ※ ステッカーについては、入学後に一括して購入する。 

６ 両立スタンドに限る。 

７ カバンは荷台にしばり付けるか背負う。補助バッグは前カゴに入れてもよい。 

８ 雨天時には、雨合羽を使用する。 

９ 自転車は常に整備しておく。 

     （ハンドル・ブレーキ・ライト・反射板・タイヤ・ベルなど） 

10  学校周辺では指定の通学路を通る。校内では押して通行し、指定された自転車置場に整然と駐輪

する。 

11  必ず自転車保険に加入する。入学後に案内する子ども総合保険でも可 

（県では自転車保険加入が義務化されている。） 

★ 自転車利用規程が守られない場合は、許可を取り消すことがある。 

 

① 登下校時の交通安全 

●   道路はみんなのものである。（譲り合って安全に！） 

●   自転車は、道路の左側を必ず１列で走行する。 

●   交差点は非常に危険なので、必ず一時停止をして正しい右折・左折の走行をする。 

 

② 自転車利用時（部活動等で利用する場合も含む）の交通安全 

●   自転車利用規程を厳守する。（上記の１１項目） 

●   自転車通学生は北門から登校する。（部活動等で利用する場合は正門も可） 

●   自転車置き場の割り振り（学年で定められた場所に駐輪、１区画に４台） 

※ 部活動等で利用する場合も学年の駐輪場を使用する。（各部活で確認） 

○  学年の駐輪場がいっぱいになった場合は、自転車置き場の空きスペースや技術棟北側や西側のス

ペースに整然と駐輪する。体育館東側の通路には自転車は置かない。 

 

③ 自転車の管理について 

●   ハンドルを正面に向け、前輪が車輪止めに当たる所まで進めて駐輪する。 

●   確実に施錠し、各自で鍵を管理する。スタンドロックも掛ける。 

●   ヘルメットや雨合羽はきちんと前カゴに入れ、ゴムひもはきちんと荷台に巻き付けておく。 

●   自転車通学許可ステッカーを所定の位置に貼り付ける。 

 

④ 事故発生時 

●  必ず学校に連絡する。（久米中学校 ℡９７５－０５０１） 

●   相手の名前や連絡先、車・バイクのナンバーなどを聞いておく。 

 

※ 自転車通学についてのお問い合わせは、３月 25日（木）の新入生物品販売日に、第１理科室で

受け付けます。 
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■ 自転車通学許可の流れについて 

① 自転車通学の許可を希望される場合、別紙の「自転車通学許可願」に

必要事項（学年・組・出席番号を除く）を記入し、３月２５日（木）の

新入生物品販売日に久米中学校第１理科室までご持参下さい。 

（※ 防犯登録番号と保険については後日で構いませんが、保険に加入し

ていないと自転車通学の許可は出せません。） 

 ② 中学校で「許可願」を基に確認を行い、自転車通学を許可する場合、

提出していただいた「自転車通学許可願」を、入学式の日に一度返却い

たします。  

  ③ 最終的に自転車通学許可を希望される場合、「自転車通学許可願」の

未記入の箇所を記入して、最初の自転車通学日（入学式の翌日から可）

に「自転車通学許可願」を持参して学級担任に提出してください。 

※ 自転車通学に関するお問い合わせは、久米中学校までお願いします。

小学校へのお問い合わせについてはご遠慮ください。 

【問い合わせ先】 

久米中学校 ℡９７５－０５０１（生徒指導担当 大野まで） 

  

 

 

自転車通学路 

自転車通学生は、北門から登校します。太線で示した道を左側１列で走行してください。北門前の

横断歩道手前で自転車を降りて、左右を確認後押して校内に入ります。破線の道路は、交通量が多く

危険なため、自転車での走行は禁止します。どの道も狭く、交通量が多いため、安全面に十分に注意

をして走行をお願いします。ヘルメットの着脱は自転車置き場で行ってください。 

福音小・北久米小 
久米小(鷹子方面) 

※北久米小含む 

通
行
禁
止 

窪田小 
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令和８年度 学用品等価格・取扱店 

松山市立久米中学校 

１ 標準服 

（取扱店）くわばら、愛文商事、カシワ教育用品、伊予鉄高島屋  

※ 学生服の襟元は、「カラー取替えタイプ」「白パイピング縫込みタイプ」どちらでもかまいません。 

 

２ 全員が購入するもの                                  (税込価格) 

体操服  ：（取扱店）マナベスポーツ・ワケスポーツ 

・ 半袖トレシャツ 男女 ３，７００円（４Ｌ～ＢＬＬ ４，４００円）校章・個人名入 

・ ハーフパンツ  男女 ３，３００円（４Ｌ～ＢＬＬ ４，２００円）個人名入 

・ 長袖トレシャツ 男女 ５，２００円（４Ｌ～ＢＬＬ ６，０００円）校章・個人名入 

・ トレパンツ   男女 ５，０００円（４Ｌ～ＢＬＬ ５，９００円）個人名入 

体育館シューズ（上履兼用）：（取扱店）ワケスポーツ 

・ ラインカラー（ブルー）男女共通  ３，４００円 

名札   ：（取扱店）カシワ教育用品  ７００円（２枚組 両用ピン付：緑）※参考２年：白、３年：黄 

通学カバン：（取扱店）松山市教育用品   よこ型 ３，０００円  たて型 ９，０００円 

 

３ 希望者が購入するもの                                 (税込価格) 

アルトリコーダー ：（取扱店）一色楽器      １，８００円 

通学靴（白）   ：（取扱店）カシワ教育用品   ３，６００円 

クロッキー帳   ：（取扱店）カシワ教育用品     ５００円 

デザインセット  ：（取扱店）カシワ教育用品   ２，０００円（12色ポスターカラー・デザイン筆・パレット） 

補助バッグ     ：（取扱店）松山市教育用品  （大）４，７００円 （小）４，２００円 

ノートセット   ：（取扱店）松山市教育用品    ８００円（10冊組 大学ノート9、英語１） 

ヘルメット 黒・白 反射シール付：（取扱店）松山市教育用品   ５，８００円 

ヘルメット P型 グリーン：（取扱店）松山市教育用品（Ｍ・Ｌ・ＬＬ） ３，２００円 

ヘルメットカバー ：（取扱店）松山市教育用品                １，２００円 

雨カッパ         ：（取扱店）松山市教育用品        （男女とも）６，２００円 

通学カバン用カバー  ：（取扱店）松山市教育用品             １，４００円 

荷台用Ｘバンド  ：（取扱店）松山市教育用品                 １，０００円 

 

４ 購入方法 

※ 用品別の取扱店で直接購入できます。採寸・受取りの際には、各取扱店に事前に営業日時等をご確認の上、

来店をお願いいたします。 

※ 名札・通学カバン・補助バック・ヘルメットは、入学後学級担任を通じて学校への購入依頼ができます。

ただし、注文してもすぐに商品がそろわない場合がありますので、ご了承ください。 

 

５ 取扱店一覧 

くわばら     ℡９６４－２１４５ (Fax 964-3139)  東温市横河原１２９４ 

伊予鉄高島屋   ℡９４８－２２５２ (Fax 948-2249)  湊町５丁目１－１ 

マナベスポーツ  ℡９４１－３０７５ (Fax 943-4493)  大街道２丁目４－１３ 

ワケスポーツ   ℡９５５－７７７６ (Fax 955-7775)  平井町２２７３－１（パルティフジ平井ＳＣ内） 

松山市教育用品  ℡９２５－５５１０ (Fax 925-1953)  高砂町３丁目３－１ 

カシワ教育用品  ℡９５８－０９６６ (Fax 956-5220)  土居町１００３ 

一色楽器     ℡９４１－８０３４ (Fax 941-8035)  千舟町５丁目３－５  

愛文商事     ℡９５６－３３８４ (Fax 956-8313)  森松町９９１－７ 

 

６ その他 

 ※ 必要な物品を確認していただき、早めにご準備（購入や採寸等）をお願いします。 

※ 中学校で兄姉等が使用していた標準服、体操服、学用品等をご使用いただけます。 

 

 
領収書が必要な方は、業者への現金支払い時に「領収書」の発行を依頼してください。 
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〈参考〉 
令和７年４月25日  

保護者 様 

                             松 山 市 立 久 米 中 学 校 校 長  

 松山市立久米中学校ＰＴＡ会長  

 

校納金納入額及び年間振替予定について 

 

本年度の校納金の納入額及び年間振替予定について、下記のとおりお知らせいたします。 

校納金銀行振替制度の利点を最大限に活用するために、確実に引き落としができますよう口座の残高確認等の

ご協力をよろしくお願いします。 

記 

１ 校納金納入月額明細 

（１）ＰＴＡ会費  300円 

（２）後援会費   780円 

（３）生徒会費   50円 

（４）教材費     裏面（「使用教材一覧表」の額を５月～11月に分けて集金します。） 

（５）給食費      6,900円（300円×23食の定額 ３学期に精算します。） 

（６）振込手数料   2円(５月と 10月に集金 ３学期に精算します。※残額が生じた場合は、学校 

活動で使用する用紙を購入します。） 

２ 年間振替予定 

振 替 月 日 

（予 定） 

集   金   項   目 

給 食 費 生徒会費 PTA会費 後援会費 振込手数料 教 材 費 

 ５月１２日

（月） 

23食定額 4月分 4月分 4月分   2円 各学年の合

計額を６回

に分けて集

金 

 

 ６月 ２日

（月） 
23食定額 

5.6月分 5.6月分 5.6月分  

 ７月 １日

（火） 
23食定額 

7.8月分 7.8月分 7.8月分  

 ９月１０日

（水） 
23食定額 

9.10月分 9.10月分 9.10月分  

１０月 １日

（水） 
23食定額 

11.12月分 11.12月分 11.12月分 2円 

１１月 ４日

（火） 
23食定額 

1.2月分 1.2月分 1.2月分  

１２月 １日

（月） 
23食定額 

3月分 3月分 3月分  
予備 

 ２月 ２日

（月） 
調整額 

    
予備 

 ３月 ２日

（月） 
調整額 

    
予備 

・ ７月振替時に「日本スポーツ振興センター」掛金（４６０円）を集金します。 

 

３ 校納金引落しについてのお願い 

（１） 校納金の引落し通知書を、あらかじめ、お子様を通じてお渡しいたしますので、振替日までに口座残高の確認

をお願いします。 

（２） 残高不足で引き落としができなかった場合は、松山市教育委員会から督促状が届きますので、再振替日までに

お届けの振替口座への入金をお願いします。 
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〈参考〉 

 

教科 教　　材　　名 出版社 購入先 １年 ２年 ３年

国語の学習 明治図書 松山堂 630 630 630

光村の漢字の学習（１）・（２） 光村教育図書 松山市教育用品有限会社 400 400
学力診断テスト 県教育会 県教育用品株式会社 300 300 100
国語実力テスト 県教育会 県教育用品株式会社 580

1,330 1,330 1,310

学力診断テスト 県教育会 県教育用品株式会社 300 300 100

社会実力テスト 県教育会 県教育用品株式会社 580
単元別テスト 県教育会 県教育用品株式会社 330 330 300
歴史の完全学習　１ 正進社 盛重図書 390
地理の完全学習　１ 正進社 盛重図書 440
歴史の完全学習　２・３ 正進社 盛重図書 510
地理の完全学習　２ 正進社 盛重図書 470
公民の完全学習　３ 正進社 盛重図書 590

1,460 1,610 1,570

数学の学習 明治図書 松山堂 610 610 610

単元別テスト 県教育会 県教育用品株式会社 290 280 290
学力診断テスト 県教育会 県教育用品株式会社 300 300 100
数学実力テスト 県教育会 県教育用品株式会社 580

1,200 1,190 1,580

理科の自主学習 新学社 松山堂 600 600 600

学力診断テスト 県教育会 県教育用品株式会社 300 300 100
単元別テスト 県教育会 県教育用品株式会社 280 280 280
理科実力テスト 県教育会 県教育用品株式会社 580

1,180 1,180 1,560

キミウタ　２訂版 教育芸術社 松山市教育用品有限会社 850

850 0 0

標準美術Ⅰ 県教育会 県教育用品株式会社 495

標準美術Ⅱ 県教育会 県教育用品株式会社 495

495 495 0

中学保健学習ノート1～3年 正進社 盛重図書 670

670 0 0

技・家ノート（技術分野） 県教育会 県教育用品株式会社 610

技・家ノート（家庭分野） 県教育会 県教育用品株式会社 610

1,220 0 0

英語のパートナー 正進社 盛重図書 660 660 660

学力診断テスト 県教育会 県教育用品株式会社 220 330 110
英語実力テスト 県教育会 県教育用品株式会社 580

880 990 1,350

子規と考える言葉・人・ふるさと 市教委 市教委 160

通信簿ファイル 松山市教育用品有限会社 200 200 200
掲示用クリアファイル カシワ教育用品 120 　
道徳ファイル カシワ教育用品 70 　
総合用ファイル カシワ教育用品 230

780 200 200

10,065 6,995 7,570

100 100 100

600 600 600

2,200 3,500 0

700 700 10

3,600 4,900 710

13,665 11,895 8,280

令和７年度　使用教材一覧表
松山市立久米中学校

国語

小　　　　　　計

社会

小　　　　　　計

数学

小　　　　　　計

理科

小計

音楽
小　　　　　　計

美術

小　　　　　　計

保体
小　　　　　　計

技術
・

家庭 小　　　　　　計

英語

小　　　　　　計

その他

小　　　　　　計

実験観察費・材料費合計

費　　用　　合　　計

教　材　費　合　計

材　料　費　

理科

美術  ※１

技術　※２

家庭　※３
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保護者のみなさまへ 

松山市では、お子さまが公立小・中学校（中等教育学校前期課程を含む）へ就学するうえで、経済的な理由に

よりお困りの方に対して、学用品費・給食費・修学旅行費などの援助を行っています。 

 この制度を希望される方は、お子さまが通学または通学を予定している小・中学校へお申し込みください。 

 なお、この制度は毎年度お申し込みが必要ですので、昨年度認定の方も必ずお申し込みください。 

◎援助の対象となる方は 
以下のいずれかに該当する方（ただし、世帯内で該当理由はいずれかに統一してください。） 

※生活保護を受給している方は修学旅行費と医療費のみ支給対象です。（お申し出は不要です。） 

該 当 理 由 必 要 書 類 備  考 

① 
生活保護が停止または廃止された方 
※停止または廃止後に世帯の構成が異なる場合は、この

理由での申請はできません。 

在校生…特になし 

就学予定者（新小学1年生） 

…保護廃止（停止）決定通知書 

 および 保護受給証明書 

停止または廃止され、申請を希

望される場合は、すみやかに学

校へお申し出ください。 

② 市町村民税が非課税の方 市民税・県民税非課税証明書 
学生及び幼児・乳児を除く全員

の証明が必要です。 

③ 市町村民税が減免されている方 通知書  

④ 個人事業税が減免されている方 通知書  

⑤ 固定資産税が減免されている方 通知書 
新築住宅に対する軽減措置等は

対象外です。 

⑥ 

国民年金の保険料が免除されている方 
※4分の1免除は対象外です。 

※世帯に国民年金以外の年金制度の方がいる場合や、年

金受給中の方がいる場合は、この理由での申請はでき

ません。 

国民年金保険料免除申請承認通知書 

または 

国民年金保険料免除理由該当通知書 

学生及び幼児・乳児を除く全員

の証明が必要です。 

⑦ 
国民健康保険の保険料が減免 

または 徴収猶予・軽減されている方 
国民健康保険料納入通知書 

世帯の方全員の氏名が確認でき

る必要があります。 

⑧ 児童扶養手当を受給されている方 児童扶養手当証書  

⑨ 生活資金貸付補助金を受給されている方 

生活福祉資金貸付決定通知書 

または、 

通帳の写し（口座名義・振込金額） 

昨年度または今年度に貸付を受

けた方が対象です。 

⑩ 経済的理由によりお困りの方 市民税・県民税課税（所得）証明書 
学生及び幼児・乳児を除く全員

の証明が必要です。 

※「市県民税課税（所得）証明書」は原本をご提出ください。市役所納税課・市民課・支所・サービスセンター等で取

得できます。取得時点での最新のものをご提出ください。（小学校と中学校にお子さまがいる場合は、いずれかに原

本を添付すれば、ほかはコピーでかまいません。） 

※③～⑨の項目で原本を提出することが適当でない書類はコピーでかまいませんが、各学校が原本を確認させていただ

きますのであらかじめご了承ください。 

※⑩の項目で、否認定となった際、離職やその他の理由により直近の収入が減った場合、再申請ができます。 

◎申請の方法は 
申請先は各小・中学校です。（学級担任または学校事務職員へお申し出ください。） 

お子さまが小学生・中学生の場合は通学している各学校で、就学予定者（新小学１年生）の場合は   入

学を予定している各小学校で受付けします。 

各学校に「就学援助希望申請書」がございますので、必要事項を記入・押印して、該当理由に必要な書類

（所得証明書など）といっしょに学校へ提出してください。 

なお、小学校と中学校にお子さまがいる場合は、それぞれへ申請する必要があります。 

お問い合わせ・申し込み先は、お子さまが通学・または通学を予定している小・中学校です。 
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◎申請の受付時期は 
    学校により異なりますが、おおむね次の表のようになります。 

 学      年 申請の受付時期 認定月日（援助開始日） 

当初認定  
（年度の初めから認

定される場合） 

在学中の児童生徒 

毎年１～２月頃 
※令和７年度の認定を希望する場合は、令和

７年1月～2月頃の学校での受付時期にお申

し込みください。 

4月1日 

    新１年生 

毎年1月頃～４月末日まで 
（この時期を過ぎますと、お支払いできなく

なる援助費がございますので、あらかじめご

了承ください。） 

4月1日 

追加認定  
（年度の途中から認

定される場合） 

すべての学年 

原則として随時受付 
（年度途中の認定のため、援助費の月割りに

よる減額や、お支払できない費目がある場合

がございますので、あらかじめご了承くださ

い。） 

原則として申請日の翌月1日 
 

例）6月7日に学校へ申請した場合 

→認定月日は7月1日となります。 

入学準備金 
（入学前支給を希望

する場合） 

就学予定者 

翌年度の 

新小学1年生 

毎年10～12月（入学前）頃 
（この時期を過ぎますと、入学後のお支払い

となる場合があります。） 

原則として申請日の翌月1日 
 

例）11月7日に学校へ申請した場合 

→認定月日は12月1日となります。 
 

◎援助の内容は 

 
【参考】令和６年度の援助内容 

小 学 校 中 学 校 備  考 

学用品費等 
1年  13,230円 

2年～ 15,500円 

1年  25,040円 

2年～ 27,310円 

年額です。認定月日によって月割りとなりま

す。 

入学準備金 

（新入学児童生徒学用品費） 
5７,060円 6３,000円 

入学後の支給は、入学前に受給していない4

月1日認定の1年生に限ります。 

少年自然の家費 

宿泊校外活動費 

実費 

（上限 3,690円） 

実費 

（上限 6,210円） 各行事の実施前までに認定された方 

修学旅行費 実費（一部対象とならない経費があります） 

給 食 費 実費 市立小中学校の児童生徒のみ対象です。 

医 療 費 
特定の疾病の治療について援助されます。 
※詳細は学校または松山市教育委員会保健体育課（℡

089-948-6596）へお問い合わせください。 

市立小中学校の児童生徒のみ対象です。 

 

◎援助費の支給方法と時期は 
援助費はいったん、松山市教育委員会から学校長口座あてに振り込みます。その後、学校を通じて認定者

（保護者）の口座等に支給されます。（ただし、給食費など学校で精算したり、医療費のように医療機関へ直

接振り込んだりするものもあります。） 

☆教育委員会から学校長口座へ振り込む時期☆（保護者口座等への支給はこれより後になります） 

学用品費等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・年3回（6月下旬・9月中旬・1月下旬を予定） 
※追加認定等の場合はこの限りではありません。 

入学準備金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・入学前の３月または入学後の6月を予定 

修学旅行費・少年自然の家費・宿泊校外活動費・・・6月以降、随時。 

 

◎お願い 

就学援助の受給中に、経済状態が良くなったり、生活状態が申請時と大きく変わったりしたなどの理由に

より、就学援助を受ける必要がなくなった時は、すみやかに学校へお申し出ください。 

（受給要件を満たしていないことが判明した場合、遡って就学援助費を返還していただきますので、あらか

じめご了承ください。） 

 

 

 

  松山市教育委員会 学校教育課 ℡089-948-6590 〒790-0003 松山市三番町六丁目6-1 
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小・中学校の児童生徒の保護者のみなさまへ 

松山市では、お子さまが特別支援学級に在籍している場合または学校教育施行令第22条の3の規定に該当す

る場合には、就学にかかる経済的負担を軽減するために、「特別支援教育就学奨励費」を支給しています。（所得

制限あり） 

◎特別支援教育就学奨励費の内容は 

費  目 

令和７年度の奨励費の内容 

限 度 額 算  定  基  準 

その他注意事項 小 学 校 中 学 校 

学用品・通学用品費 5,820円 11,370円 

限度額を定額支給 

※左記は年額。年度途中で特別支援学級（ま

たは普通学級）へ転級した場合は在籍月数

分の支給となります。 

新入学児童生徒学用品費 28,530円 31,500円 

限度額を定額支給 

※入学当初に特別支援学級に在籍している

児童生徒に限る。 

校外活動費（宿泊な

し） 
800円 1,155円 

交通費、見学料のみ対象となり、限度額

の範囲内において、実費の1/2の額が

支給されます。 

修学旅行費 10,790円 28,860円 

限度額の範囲内において、実費の1/2

の額が支給されます。 

一部対象とならない経費があります。 

少年自然の家費 

3,690円 6,210円 

限度額の範囲内において、実費が支給

されます。 

一部対象とならない経費があります。 
校外活動費（宿泊あ

り） 

給 食 費 実費の1/2  

通 学 費 実費（通学定期券代） 

通級指導教室へ通学しているお子さま

の場合等で、通学する日数が少なく定

期券の購入が適当でない場合は、実際

に公共交通機関を利用したことを証明

する書類（乗車証明や領収書等）が必要

です。 

※限度額は翌年度以降、変更になる場合があります。 

※お子さまが通級指導教室へ通学されている方及び世帯の経済負担能力が基準額以上の方については、通学費 

のみ支給対象です。 

※学用品費・通学用品費・校外活動費（宿泊なし）は、年度途中の認定の場合、限度額が月割りされます。 

※令和７年度から、学用品・通学用品費、新入学児童生徒学用品費を購入した際のレシート等の提出が不要となり、上

記のとおり定額支給します。 
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◎手続きの流れは（4月当初からの認定の場合） 

 時 期 手 続 き 内 容 

6月下旬～7月上旬 

学校から申請希望の調査があります。申請を希望する場合は、学校からの通知に従い、

必要書類（所得証明書等）をご提出ください。 

（なお、生活保護やほかの就学援助等を受給されている方は申請できません。）  

8月下旬～9月上旬 認定結果を教育委員会から学校長へ通知します。 

1０月～２月下旬 学用品費等を順次支給。 

※上記の日程は目安であり、各学校により若干の違いがございますのであらかじめご了承ください。 

※また書類の提出方法や時期等の詳細は、学校からの通知に従っていただきますようお願いします。 

 

◎支給額の算定方法は（例：令和７年度 4月当初からの認定 小学生5年生の場合） 

費  目 限度額 実費 
左記の 

1/2の額 
支給額算定根拠 

奨励費 

支給額 

少年自然の家費 

校外活動費 

（宿泊あり） 

3,6９0円 7,800円 ― 
限度額＜実費の額 

のため、限度額を支給。 
3,690円 

校外活動費 

（宿泊なし） 
800円 957円 

478円 

(小数点以下切捨) 

限度額＞購入金額1/2の額 

のため、購入金額1/2の額

を支給。 

478円 

 

 

◎お願い 

年度途中に市外の学校に転校したり、普通学級に転級するなど、特別支援教育就学奨励費の支給対象外と

なった場合、支給した奨励費の一部を返還していただく場合がございます。また、奨励費受給中に、経済状

態が良くなったり、生活状態が申請時と大きく変わったりしたなどの理由により、奨励費の支給を受ける必

要がなくなった時は、すみやかに学校へお申し出ください。 

 

  

 

  
お問い合わせ先 

  お子さまが通学している小・中学校 

  松山市教育委員会 学校教育課 ℡089-948-6590 〒790-0003 松山市三番町六丁目6-1 
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令和７年１２月吉日  

 令和８年度新入生保護者の皆様へ 

松山市立久米中学校     

校 長 金本 茂樹  

 

「新入生物品販売」のご案内 
 

 寒冷の候、皆様にはますますご健勝のことと、お喜び申し上げます。 

 さて、新入生物品販売を下記のとおり実施します。ご多用中とは存じますが、ご来校いただき入学準備を

進めていただけるようお願い申し上げます。お子さまとご一緒でも、保護者の方のみの来校でも構いません。 

 

記 

 

１ 日 時  令和８年３月２５日（水） １４：００～１５：４５ 

 

２ 場 所    久米中学校体育館・第１理科室 

 

３  内 容 

○ 学用品等の物品販売 

 

○ 名札(１月末までに各小学校に申し込んでください) 

 

 ○ 体操服(１月末までに各店舗にて採寸、代金を封筒に入れて各小学校へ注文をお願いします) 

 

 ○ 自転車通学許可申請 

 

※ 販売場所・業者等については、裏面をご覧ください。 

  

４ その他 

○ 保護者の車は運動場に駐車してください。なお、正門からお入りいただき、出口は運動場南側テニス

コートとさせていただきます。正門外東側にあるＰＴＡ駐車場も利用できます。周辺の道路は駐車禁止

です。ご注意ください。自転車・バイク等は、運動場東側（国旗掲揚台付近）に駐輪してください。（裏

面参照） 

○ スリッパは各自でご持参のうえ、体育館南側よりお上がりください。 

○ 悪天候（警報や非常変災）や感染症対策などで予定が変更される場合は、久米中学校のホームページ

にて連絡します。ご確認をお願いします。 

     

 ※ ご不明の点は、久米中学校（教務主任 松田）までご連絡ください。  ☎９７５－０５０１ 
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令和８年度 新入生物品販売 体育館会場図 
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令和７年１２月吉日   

令和８年度 新入生保護者の皆様へ 

松山市立久米中学校     

校 長 金本 茂樹 

 

入学式のご案内 

 

１ 日 時  令和８年４月９日（木）  ９：３０～１０：１０ 

 

２ 日 程  受 付          ８：３０ ～ ９：００ 

       新入生学級活動①     ９：００ ～ ９：２０ 

       新入生入場        ９：２５ ～ ９：３０ 

              式 典          ９：３０ ～１０：１０ 

              新入生学級活動②    １０：２５ ～１１：１５ 

（学級担任自己紹介、教科書配布、校時表説明 等） 

 

３ 場 所  久米中学校 体育館 

 

４ 備 考 

  (1) 受付要領 

① 保護者同伴で登校し、クラス別に体育館南側で受付（８：３０～９：００）をしてください。 

    上履き（スリッパ等）、くつ袋をご持参いただき、下靴をお手元にご携帯ください。 

  ② 新入生は、３年生誘導係の案内で教室に入ります。保護者の皆様は、９：２０までに体育館にお入りく

ださい。 

   ※ クラス名簿については、４月８日(水)の１０：００～１１：００、北門内側に掲示します。自由に見

に来てかまいません。個人情報の取り扱いの観点から名簿の写真撮影はご遠慮ください。 

  (2) 入学式終了後（学級活動） 

    ○  新入生の皆さんは、教室へ移動します。 

    ○  保護者の皆様は、式典終了後そのまま体育館でＰＴＡ入会式を行います。その後、教室へのご移動は、

教室・廊下が大変混雑いたします。校舎内での会話はご遠慮ください。学級活動終了まで待たれる場合、

体育館の片付け、２・３年生下校のため、運動場やお車等でお待ちください。 

 (3) 持参品 

    ○  筆記用具  ○  通学かばん（教科書を入れるもの）必要に応じて補助バッグ 

    ○  上靴（かかと部分に記名をしてください）  ※ 必ず標準服に名札を付けて登校してください。 

  (4) その他 

    ○ 入学式当日、午前７時の時点で「特別警報」又は「暴風警報」が発表されている場合は、入学式は中止

し、１０日（金）に同じ日程で午前中に実施いたします。その他変更がある場合はホームページでお知ら

せします。（https://kume-j.esnet.ed.jp/） 

  ○ お車・自転車・バイク等は、運動場に駐車できます。正門から入り、誘導にしたがって駐車、駐輪して

ください。お帰りの際は、テニスコート側の門と正門の両方を開放します。テニスコート側から出る車は、

右折(南土居方面)してください。 
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